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新潟県糸魚川市に分布する石炭系青海石灰岩における遠洋域の礁生物相の

復元

Reconstruction of pelagic reef biota of the Carboniferous Omi

Limestone, Niigata Prefecture, central Japan
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　生物礁は現在の海洋において、最も生物多様性の高い生態系の一つであり、造礁生物の織りなす複雑な地形

によって様々な適応や生物間の相互関係が形作られている。しかしながら、礁生態系は現在もっとも脅かされ

ている生態系の一つでもあり、地質時代から現在に至るまでの礁生態系の変遷を解明することは重要な研究と

して位置づけられている。古生代の遠洋域の生物礁は礁性石灰岩として日本国内に分布している。演者らは秋

吉帯に含まれる石炭系青海石灰岩を一例として研究している。青海石灰岩は秋吉帯の東端部に位置し、新潟研

糸魚川市内に分布している。青海石灰岩は多くの化石を含むことから、1900年代初頭から古生物学的な研究

の対象となり、日本の古生物学において歴史的な場所になっている。1918年に行われた最初の研究では、石

炭紀の腕足類化石が報告され、日本で初めて石炭系の存在が確かめられた場所である。青海石灰岩から知られ

る化石は野外でも認識しやすい大型化石が大部分を占め、それらを除いた微小な化石のことはよくわかってい

ない。その理由は、層序学的に有用なフズリナや有孔虫を除いた微小化石群の報告自体がほとんどされてこな

かったためである。そこで、本研究では微小化石群を明らかにして、既知の大型化石データと合わせること

で、石炭紀の遠洋域における礁生態系の復元を試みる。得られた微小化石群にはコノドント、貝形虫、硬骨魚

類及び軟骨魚類、軟体動物、ウニ類、ナマコ類、クモヒトデ類、海綿骨針、キチノゾア類が含まれる。綱レベ

ルで貝形虫、硬骨魚、軟骨魚、ウニ、ナマコ、クモヒトデ、キチノゾアは青海石灰岩から初めての報告であ

る。演者らは産出したコノドントを生層序学的に検討し、中期石炭系において4分帯の設定を行った。そして

礁生態系を、当時礁に生息していた化石分類群それぞれの古生態学的な観点から復元を試みた。加えて、青海

石灰岩における石炭紀中期の古生物地理をナマコの骨片化石や貝形虫等の底生生物相の対比から復元を

行った。
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